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【1 Day for Others】
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1 Day for Others　―「新しい」へ翔びだせ！― 全てはここから ―
　ボランティアセンタースタッフによる総括

　今年度で３回目を迎えた 1 Day for Others( 以下 1 Day) は本学の教育理念である “Do for Others” を

実践しているイベントの一つとして定着しつつある。ボランティア活動、ＮＰＯ・ＮＧＯ、社会起業家、

企業による社会貢献活動について学ぶ機会を提供し、１日ボランティア・インターン（実習）を通して

社会や地域の仕組み、および社会の課題を知るプログラムである。１年生を中心に大学の外へ一斉に飛

び出して、「ボランティア」「ＮＰＯ・ＮＧＯ・社会起業家」「企業ＣＳＲ」の３つのコースの希望プログ

ラムに参加する。一歩踏み出すことで、何かが変わる。絆に触れて心の豊かさが醸成される、地域社会

への関心が生まれる、社会を見つめる力が培われるなど得るものが大きいことに気づかされる。

　今年度は創立 150 周年の節目にあたり、1 Day の存在をより多くの学生に知ってもらいたいとの思い

で、プログラムの受入先を拡大し、多数の団体や企業の皆さまにご協力をいただいた。結果として多様

なプログラムの提供とともに、目標の 60 プログラムを上回ることができた。しかし、定員数については

受入先であるＮＰＯを中心に学生を収容するスペースの確保、およびマンパワーの投入が難しく、その

数は抑えられ約 800 名となり、当日の参加者は約６割に留まった。広報活動も積極的に展開したが、一

部の学生から「1 Day for Others」という言葉が、「Do for Others」と重なり、イベントだとは知らず

にいたとの声があり考えさせられた。認知度の向上は、年間を通しての課題となることがわかる。ただし、

参加した学生のアンケート結果（21 ページ参照）からはプログラム内容について「大満足」と「ほぼ満

足」が 95％を占め、全体の満足度は非常に高く、1 Day を通しての新たな気づきや変化についても、「は

い」との回答が約 98％を占めたことから、一定の責任は果たせたと感じている。これまでインセンティ

ブとして参加者に配布していた『ヘボンチケット』も役割を終えたと判断し、今年度からは廃止をした

が、目立った混乱もなかった。

1-18　見沼福祉農園 2-19　NPO 法人 野生動物救護獣医師協会
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　昨年の課題であった「当日のキャンセル」と「参加学生の申し込み方法」の２点について、今年度は

「当日のキャンセル」対策として、リーダーと学生が事前に顔合わせをした。そのため、当日の無断キャ

ンセルがほとんどなく運営が円滑となった。リーダーと参加者があらかじめ関係性を作っておくこと

で一体感も生まれ、当日のプログラムも楽しく取り組めたとの感想が寄せられた。また、２点目の「申

し込み方法」についても、学生ポータルサイトであるポートへボン（以下ＰＨ）からの申し込みの過程

を一部省略して簡易な手続きにしたが、１年生の参加者が多く、ＰＨの見方や使い方もわからずに窓口

にやってくる学生は後を絶たなかった。パソコンスキルも十分ではなく、申し込み方法が複雑であった

との声が再度挙がり、興味を持っていながらエントリーできなかったケースも見受けられ残念な思いで

あった。次年度に向けては多くの参加を見越して、シンプルで解りやすい新たなシステムの導入を目指

し、改善を図っている。

　1 Day は社会貢献を学びたい参加学生だけをターゲットとしているのではなく、参加学生を当日引率

するリーダー学生の育成にも主眼を置いており、彼らの成長に心を砕いている。プログラム計画書の作

成、受入先との交渉および調整などの役割を与えることにより成長できる場を用意している。早い段

階で「社会人基礎力」が身につけられる仕組みを今後考えたい。今年度は、昨年度のマナー研修から一歩

進めて、リーダーシップ研修（講師 センター長補佐）を実施した。リーダー学生からは「リーダーの役

割と一般的なマナーが学べて他にも応用できる点が良かった」「リーダーとしての自信はなく心配だった

が、同じ目的をもつ仲間とワークショップで話ができ不安が解消された」との声が挙がった。

　新たな制度として 1 Day に参加した者の中から「運営委員」を募集した。運営委員は学生メンバー

の組織の中に位置づけており、センター組織図（９ページ参照）のとおり、他の活動のチーフと連携、

情報共有をしながらセンターの活動を推進する役割を担う。初年度の運営委員の活動ではリーダー学生

の結成式・説明会などの企画立案、キャッチコピー・ちらしの考案を始めとした広報活動を中心に力を

リーダーシップ研修の様子 リーダー結成式
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注ぎ、よきリーダー学生の相談役となり活躍してくれた。現在、新しい運営委員も決まり活動はスタート

した。多くの学生に参加してもらうべく張り切って方策を考えている姿は頼もしくもあり、楽しみでも

ある。

　実施当日は事故もなく、順調に計画通りのプログラムが実行できた。今後も本企画を通して社会貢献

に関心を持ってもらう機会を提供し、より充実した学生生活を送る一助となることを期待している。

　150 周年の成果物として「感想文集」を発行し、３年間の振り返りができた。学生にとっての「1 Day」

のあるべき姿がこの感想文に凝縮されているので、是非ご覧いただきたい。また、学生の声だけではな

く今回は受入先の方々から率直なご意見をいただけたことは有益であった。1 Day を契機に１粒の種が

芽吹き、そして根付くことで、いつか社会を変えてくれるのではないかという期待感を多くの方々が寄

せられていることに気づく。それゆえ 1 Day に対する責任をいま強く感じている。各プログラムが彼ら

に良い影響をもたらすよう、今後もブラッシュアップしていきたい。さらに、このプログラムが１日で

終わることなく、継続的な取り組みへのステップになる好機と捉えたい。

　今年度は 1 Day に参加した学生がボラチャレ（78 ページ参照）に応募して環境問題を解決しようと努

力している姿に出会ったり、実施後に多くの学生が受入先と何らかの形でつながっている様子を知り、

うれしく思っている。また、学生部主催の「課外講座プロジェクト」に 1 Day 実施の企業の名が連ねら

れたことは喜ばしく、1 Day の効果が大学内でも広がりを見せてよい結果を生み出していることがわか

る。学生の育成は、窓口をもつ教学部門共通の課題であり、今後も協力体制を深めていきたい。

　この取り組みのプログラムが意義あるものとして、全学的なイベントに発展していくことを願ってい

る。最後になるが、このイベントを開催するにあたり、趣旨に賛同して受け入れてくださった企業、団

体の皆さまにこの場を借りてお礼を申し上げたい。

（中山）

開催日程：2013 年６月 15 日（土）を中心に実施。

　　　　　ただし一部プログラムは以下で実施。

５月 12 日（日）、26 日（木）、６月 1 日（土）、2 日（日）、3 日（月）、8 日（土）、

９日（日）12 日（水）、13 日（木）、14 日（金）、16 日（日）、17 日（月）、19 日（水）、

21 日（金）22　日 ( 土 )、23（日）、7 月 3 日（水）、7 月 10 日（水）

プログラム数：61

参加者数：参加学生 493 名　リーダー学生 74 名（予備２名含む）　　合計　567 名

　　　　　運営委員５名

共催：教養教育センター、校友センター、学生部、キャリアセンター、総合支援室
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参加学生・リーダー学生の声
【学生の参加動機】　一部抜粋

1-3　特定非営利活動法人 ことぶき福祉作業所

以前友人の紹介で寿町の炊き出しに参加したことがあり、そのときに学んだことはとても多く、日本の

貧困についての問題意識も高まった。その経験から、この活動をもう一度、今度は多くの明学生と一緒

に体験し、感じたこと等を話し合ってみたいと思った。� （法学部　政治学科　２年）

1-7　UN Women よこはま

女性のエンパワーメントとは何かを学び、発展途上国にほんの少しでも貢献したいと思った。　　　

� （国際学部　国際学科　１年）

2-6　公益社団法人 難民起業サポートファンド

日本で生活する難民の現状と課題を知りたい。普段なかなか関わる機会の無い難民に直接話を伺い、

問題解決ツールとしてマイクロファイナンスを利用して、どのように社会起業をしているのか理解し、

難民に対して自分ができることを探したい。� （文学部　英文学科　４年）

2-7　株式会社 アットマークラーニング

不登校や学習に困難のある生徒の親を対象とした親コーチング研修のお手伝いをさせていただくという

ことで、今後の自分の学びに繋げたいと思い応募した。� （心理学部　心理学科　１年）

2-25　特定非営利活動法人 キッズドア

このプログラムを通して一人でも多くの高校生に自分の将来を考えるきっかけを与えることができたら

と考えた。自分の高校時代の心情をよく思い出して、彼らと同じ目線で対話することを通して、自分も

多くのことを吸収したい。� （経済学部　経済学科　１年）

2-26　特定非営利活動法人 ＥＴＩＣ .

私の出身地は島根県で過疎や少子高齢化などさまざまな問題を抱えている。将来は地元に戻り、彼らの

ために何かをしたいという目標があるため、地域貢献を担う起業家の活動に興味を持った。　　

� （国際学部　国際学科　３年）

3-11　武田薬品工業 株式会社

現在の長期医療を受ける子ども達への支援を学び、私自身が子どもの頃１年間入院したことのある経験

を活かして、今私たちができることを闘病している子ども達の視点から真剣に考えたいと思い応募した。

� （文学部　英文学科　２年）
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【リーダー学生の声】一部抜粋

＜リーダー学生になって、学んだこと＞　

・一つひとつのことに真摯に取り組むことと、「報告・連絡・相談」の大切さ。当たり前に思われるよう

なことを確実にこなすことが、信頼に繋がっていくのだと改めて思った。

・違った分野で学ぶ人や働く人と話すこと、丁寧に聴いて理解すること。

・企業の活動に触れて、自分で行動すること、学生が熱意を示せば変えられることもあると確信した。

・プログラムを一から作る難しさ、連絡を取り合う上での意思疎通の難しさを学んだ。

・自分の工夫がそのまま形になる楽しさを感じた。

・仲間の大切さ。自分の常識は、相手にとっての常識ではないこと。

・障がい者、グループホームについて学ぶことができた。

・自分の考えるリーダー像を具体的な視点から見直すことができた。

・情報伝達の重要性や、自分の役割を考えてどのように行動したらよいのかなど。

・企業利益のためだけでなく企業を通して社会に貢献したいという社長さんの思いに心を打たれた。

・一つの活動をするにも、これだけの過程があると知ることができたこと。

・社会人とのコミュニケーションの仕方。わかりやすい話し方や敬語を実践できた。

・人をまとめることの重要さや、責任感を改めて学んだ。

【参加学生の声】

《ボランティアコース》

・「ひと言」でいうと最高な一日だった。普段見ることができない、あるいは体験することができないよ

うな活動ができて、自分の心が潤い、子ども達への関心が高まった。色々な視点で社会の制度や活動

を見ることが面白かった。

・純粋に楽しかった。炊き出しの手伝いなどまた参加できたらいいなと思った。ただ情報を得るのでは

なく、実際に行って体感するのは重要なことだと感じた。

・座学の授業などで、高齢者ケアの方法等を文献や先生の話等で学んでいたが、今回現場で実際のケア

を見ることができ、細かい部分も知ることができてよかった。また、自分がいることで誰かに喜んで

もらえるのは本当に嬉しいことだと思った。

・今日作業してみて、環境への関心も深まり、進路の幅も広がった。人と関わるのはいいなと思った。

・自分の生活とのギャップを強く感じた。ともに汗を流して活動することで、たくさんの仲間ができた。

・普段は経験できないプログラムばかりで、どれもやる価値があるものばかりだった。

・自分とは違う環境で育っている子ども達について、知識としては知っていたが、ボランティアに行き

実際に子ども達と触れ合ってみて、見て、気づいて、感じて、考えることができてよかった。
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《ＮＰＯ・ＮＧＯ・社会起業家コース》

・大学が多くの出会いやきっかけのチャンスにあふれていると思えた。また、教職という自分の夢を再

確認できた。

・“ 環境 ” や “ 反原発 ”“ スローフード ” など、今社会が抱えている問題や関心が寄せられていることへ

の知識が増えた。

・イベントにたくさん人が集まることで同じ考えの人や逆にそうでない人にも出会え、今の社会につい

て考えるきっかけをもらえた。また、似た考えの友達にも出会え、これからもつながっていきたい。

・ＮＰＯ、ＮＧＯに初めて関われ、今までにない経験をできたので良かった。

・バングラデシュなどの途上国で、実際に行動を起こして仕事をしている方の話を聞くことができて、

自分の将来の仕事を見つめる機会を得られた。

・ 今まで知らなかった仕事の分野や仕事に対する考え方を聞くことができたので、新たな発見となった。

・フェアトレードに対して貧しい国のイメージしかなかったが、国内でもフェアトレードが存在すると

いうことを知ることできて視野が広がった。

・夢を持った大人の話を聞けるのは、将来の希望につながるいい機会になると思った。

・仕事の大変さがよく分かった。ライターという職は文章力やたくさんの技術が必要だということに気

づいた。プロの人にアドバイスをもらえたのが嬉しかった。

・ショップで扱う商品が、主に被災地や途上国で手作りしたものということを知り、彼らに対する興味

が高まった。

《企業ＣＳＲコース》

・実際のデータや職場の方の “ 現場 ” を見ることができ

て、とてもよい機会だった。

・プレゼンテーションのやり方、他の人との協力を改め

て学べた。また、自らの積極性の無さという欠点に気

付けた。

・新しい人との出会い、みんなで一つのものを作る難しさ、プランが完成したときの達成感や喜び、日

本以外の国の知識の取得など、本当に多くの事を感じることができた。

・普段なら絶対関わることのない学部、先輩、後輩とのチームワーク戦で新たな出会いとして素晴らし

い場だと思った。

・会社が力を入れていることや持っている技術の評価を知ることができ、企業に興味が持てた。環境や

マーケティングについて幅広く説明していただき、もっと色々なことを知りたいと思った。

株式会社　大川印刷
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協力企業・団体からの感想

〔株式会社イオンフォレスト (THE BODY SHOP)　/ マーケティング本部 トレーニング部 山﨑綾子〕

＜ハンドトリートメントで気づく新しい価値観＞

　ザ・ボディショップは、1 Day for Others がスタートした 2011 年から趣旨に賛同し、学生を受け入

れてきた。ザ・ボディショップで創業時から推奨している「コミュニティ活動」は、就業時間を利用し

てボランティア活動をすることができる制度で、学生のみなさんには社員が普段その制度を利用して行

っている活動を体験してもらい、多様な人々との交流を通した「ボランティア経験」を持ち帰ってもら

えるプログラムにしたいと考えている。

　本プログラムには 11 名の学生が参加し、事前のレクチャーで動物、環境保護や人権尊重、セルフエス

ティーム、コミュニティ・フェアトレードといったザ・ボディショップのバリューズ（価値観）やなり

たちをお話したのち、ハンドトリートメントの講習を行った。その後、毎月社員が訪問している特別養

護老人ホームにて、利用者へのハンドトリートメント（保湿クリームを使った手のマッサージ）を体験

してもらった。

　学生の皆さんのフレッシュさや元気さは、それだけでお年寄りに喜ばれていた。教わったばかりで初

めてお会いする人の手をマッサージすることは緊張もしたと思うが、香りと手のぬくもりでお互い次第

にリラックスでき、利用者の方も学生と聞いて喜んで身の上話をしてくれたり、会話が弾んでいた。帰

り道、歩きながら「ああだった、こうだった」と感想を言い合う様子を見て、体験をシェアしたくなる

のも、このボランティアならではだと感じた。

　今回参加した学生は、将来の職業として福祉の分野を考えていたり、ボランティア活動がライフスタ

イルの一部となっている方が多かった。そんな中、自分たちの持つスキルやリソースを活かして地域社

会に参加して貢献しようとする、企業のボランティア活動を体験したことで、働く企業を選ぶことや、

価値判断の基準にも繋がったら嬉しく思う。

　プログラムに参加した学生には、今後も色々な事に興味を持ち、実際に飛び込んで体験し、さまざま

な人と交流することを期待している。ザ・ボディショップの創業者アニータ・ロディックは、“Do 

something, do anything, just do something.”（何かしなさい。何でもいいから。とにかく何かしな

さい。）という言葉を残しており、一度しかない人生を素晴らしく生きることが大切と考えていた。「素

晴らしく生きる」ことが何かは人それぞれ異なると思うが、なんでもいいから行動してみること、例え

ばボランティア活動で他の誰かのために何かをすることは、そのための重要な要素になることをわかっ

ていたのだろう。

　自分の行動によって相手の役に立ち、何かが変化することを目にすることで、セルフエスティームを

高め、自分も変わっていくことができる。社会を構成する一人ひとりが良い変化をしていければ、社会
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全体も良くなると信じ、将来をつくっていく学生に期待したい。

　また来年以降も、多くの学生が 1 Day for Others に参加し、さまざまな体験をして仲間とシェアをし、

よい変化の連鎖が生まれることを願っている。

〔このはな草子　/ 代表 成瀬久美〕 

＜ 1 Day から生まれた物語＞

　私たちこのはな草子は、東日本大震災を機に発足した非営利の団体である。従来の紙芝居を読み聞か

せるほか、現代美術作家やサウンドセラピストとともに制作した、子どもが主役として参加する “ 総合

型オリジナル紙芝居 ” を上演し続け、現時点で約 50 ヶ所を訪問してきた。

　今回の 1 Day for Others で掲げた目標は「新作紙芝居制作に向けて、原案を完成させること」。そこ

で午前は私たちの活動主旨や世界観を学生の皆さんに理解してもらうための紙芝居上演イベントを開催

し、午後はブレストワークショップを行った。ブレストでは【１：“ 話の力 ” 子どもが主役として参加、

体を動かすことができる内容を作ること。２：“音の力”サウンドセラピー楽器やピアノ等楽器を使うこと。

３：“ 絵の力 ” 話の深みをもたらす絵をどのように表現できるか考えること】という３要素を踏まえたう

えで、子どもにとって真の喜びや楽しさがある紙芝居の構成づくりをワールドカフェ形式で行ったのだ

が・・・参加された皆さんの素直なこと！

　午前は “ 子どもたちと一緒に、ピアノの音に合わせて飛び跳ねる ” ことや “ 挨拶をハキハキする ” こ

とを恥ずかしがったり、自分の役割が分からず立ち尽くしてしまったりする子もいたが、このプログラ

ムを選んでくれただけあって、子ども達と戯れたりする時は笑顔で楽しく接していたし、午後もはじめ

は「難しい〜」などと悩みながら持参した絵本を読み、必死にアイデアを考えていたと思いきや、気づく

と私たちスタッフがあっと驚く様なキーワードを出してきて、最終的にはファンタジー要素たっぷりの

原案が幾つもできあがっていたのだった。

　結果どの作品も甲乙つけがたい内容となり、２ヶ月後にはその中の１つを選んで「きらきら☆ぐるぐ

る」という作品を制作することができた。訪問先の子ども達が幼稚園／保育所の砂場で遊んでいるうち

に光る砂を見つけ、その砂に導かれるまま砂漠や宇宙や恐竜時代にタイムトラベルしてしまう物語であ

る。この物語を通じて参加する子ども達の創造性を育み、表現力を養い、仲間との共感力を高めるこ

とができる。1 Day for Others 自体は１日のイベントだが、大切なメッセージをもつこの作品は、永遠に

残り続ける。是非参加された皆さんには原案に自分も関わったのだという気持ちを忘れずにいて欲しい

し、ボランティア活動を通じて笑顔の輪が広がるということ、作品が形になる喜び、それが大勢の人た

ちに幸せの波及をもたらせること（それは被災地と呼ばれる場所においても同じで、フラットに笑顔の

輪が広がる事が大切）を感じてもらいたい。同時に、紙芝居がもつアナログコミュニケーションの力を

自分の生活の場でも生かしてもらえたらと願っている。来年以降、1 Day for Others で遠征が可能にな

ることがあれば、１日東北ツアーも企画したいと思う。
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参加学生アンケート・参加学生の結果

〔参加学生アンケート〕
＜アンケート回答人数 / 参加人数＞…453/493 名（リーダー学生を除く）　　アンケート回答率　92％

１．参加のきっかけ

　・「ボランティアセンターホームページ（HP）を見て」参加した学生が３割を超える。

　・「授業で紹介されて」参加した学生が３割を占める。

　・「1 Day 説明会に参加した」ことをきっかけに参加した学生が、２割程度（約 100 名）いる。

　・「1 Day のチラシを見て」参加した学生が２割弱いる。

　・「友人の紹介」をきっかけに参加した学生は１割程度いる。

　広報活動に力をいれて露出度を高めることで参加者が増える可能性が十分にあることがうかがえる。

２．プログラムの内容について

13名

29名

19名

149名

139名

105名

83名

51名

33名

3名

4名

13名

142名

291名

・「大満足」と「ほぼ満足」で 95％を占め、

全体の満足度は非常に高い。「大満足」の割

合を引き上げるためには、個別のプログラム

の内容と学生のニーズを精査し、ブラッシュ

アップを図る必要がある。

 ・「あまり満足できなかった」1％の理由は、

参加学生自身が力不足だったとコメントして

いる点、プログラム計画書の内容を誤解して

参加したことによるものと思われる。プログ

ラムとのミスマッチが起こらないよう、計画

書の作成には留意する必要がある。

【内訳】

・ポートヘボンを見た� 3.5%

・以前に参加してよかったから� 1.5%

・インターンシップの授業で必須� 0.2%

・寿町を学びたかった� 0.2%

・ボランティア特別研究� 0.2%

・ボラセンスタッフからの紹介� 0.2%

・前に活動先に行ったことがある� 0.2%

・父の職場に興味があった� 0.2%
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３．1 Day for Others を通して、新たな気づきや変化はありましたか？

・「はい」との回答が約 98％を占めることから、1 Day のプログラムが、多くの学生に、新たな気づきや変化

を与える効果があることが分かる。

・新たな気づきや変化の内容としては、「社会貢献への関心」58％、「社会についての関心」56％、「活動先へ

の関心」41％ の割合が高く、1 Day に参加することで、学生が社会やさまざまな企業・ＮＰＯ等の団体

の活動に関心を持ち、社会貢献への意欲を高める効果があると言える。

・また、「大学での学びへの関心」24％、「友達が増えた」22％、「先輩と話す機会が増えた」15％ という結果

から、特に新入生にとっては、入学後の早い段階で、大学での学習意欲や学生同士の繋がりを作るとい

う一定の役割を果たしていると言える。

1名

442名

262名

185名

254名

108名

99名

91名

70名

5名

10名
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〔参加学生の結果〕
・参加学生数　…493 名　　・リーダー学生数　…74 名

・学年別の参加者割合は例年ほぼ変わりはない。

・新入生アンケートの結果から、「1 Day for Others」に参加してみようと思うか？について「参加する

（5.5％）」、「可能なら参加したい（32.1％）」と参加に好意的な回答者は 37.6％であったが、実際参加した

人数は 10％に満たないことがわかる。新入生にとっての１Day が身近な存在として受け止められる広報

活動、参加しやすい仕組みを考える必要がある。

25/641名

15/281名

37/675名

29名/503名

52名/304名

75名/511名
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リ
ー

・
ザ

・
チ

ル
ド

レ
ン

・
ジ

ャ
パ

ン
（

FT
CJ

）
イ

ベ
ン

ト
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
 ～

 2
01

3 
み

ん
な

ち
が

っ
て

み
ん

な
い

い
 ～

5/
26

5 
名

24
株

式
会

社
　

大
地

を
守

る
会

キ
ャ

ン
ド

ル
ナ

イ
ト

6/
21

9 
名

25
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
キ

ッ
ズ

ド
ア

高
校

生
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

を
し

よ
う

！
6/

12
15

 名
26

特
定

非
営

利
活

動
法

人
　

ET
IC

. 
「

働
く

」
と

は
？

～
横

浜
地

域
貢

献
型

経
営

者
・

起
業

家
訪

問
～

6/
12

15
 名

27
国

際
文

化
青

年
交

換
連

盟
日

本
委

員
会

（
IC

Y
E 

JA
PA

N
）

ア
フ

リ
カ

の
夕

べ
(N

GO
主

催
の

異
文

化
セ

ミ
ナ

ー
）

6/
15

10
 名

28
Y

's 
fa

rm
「

い
た

だ
き

ま
す

」
を

体
感

し
よ

う
！

無
農

薬
の

田
ん

ぼ
体

験
6/

15
14

 名
29

一
般

財
団

法
人

　
W

ES
LE

Y
 F

O
U

N
D

A
T

IO
N

世
界

の
情

勢
を

知
ろ

う
　

～
シ

リ
ア

の
実

態
～

 in
 W

ES
LE

Y
 F

O
U

N
D

A
T

IO
N

6/
15

40
 名

３
．

企
業

CS
R 

コ
ー

ス
企

業
お

よ
び

団
体

名
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
実

施
日

募
集

人
数

1
日

野
ハ

ー
モ

ニ
ー

  株
式

会
社

日
野

ハ
ー

モ
ニ

ー
で

学
ぶ

　
‐

企
業

で
し

か
学

べ
な

い
障

が
い

者
雇

用
の

現
場

‐
6/

12
4 

名

2
株

式
会

社
  ウ

ィ
ニ

ン
グ

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

働
く

こ
と

は
生

き
る

こ
と

　
～

障
が

い
者

と
共

に
働

く
企

業
の

見
学

～
6/

13
4 

名
6/

14
4 

名
3

株
式

会
社

　
資

生
堂

資
生

堂
　

心
を

豊
か

に
す

る
CS

R
活

動
体

験
6/

15
13

 名
4

株
式

会
社

　
エ

イ
チ

・
ア

イ
・

エ
ス

ス
タ

デ
ィ

ツ
ア

ー
の

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

と
プ

レ
ゼ

ン
6/

15
50

 名
5

株
式

会
社

　
大

川
印

刷
進

化
す

る
CS

R
～

『
共

有
価

値
の

創
造

』
へ

向
か

う
地

域
企

業
の

挑
戦

6/
17

13
 名

6
Ｎ

Ｅ
Ｃ

（
日

本
電

気
　

株
式

会
社

）
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

カ
ン

パ
ニ

ー
N

EC
の

CS
R

を
学

ぼ
う

！
7/

3
25

 名
7

株
式

会
社

　
ア

イ
エ

ス
エ

フ
ネ

ッ
ト

【
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

し
な

が
ら

考
え

る
】

障
が

い
者

雇
用

に
つ

い
て

社
長

に
聞

い
て

み
よ

う
！

6/
13

40
 名

8
千

代
田

化
工

建
設

　
株

式
会

社
千

代
田

グ
ル

ー
プ

CS
R

活
動

紹
介

・
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
「

企
業

と
大

学
の

共
同

の
可

能
性

」
6/

19
20

 名
9

石
井

造
園

 株
式

会
社

国
内

唯
一

の
CS

R
報

告
会

を
組

み
立

て
よ

う
6/

22
5 

名
10

ソ
ニ

ー
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

　
株

式
会

社
O

ne
 d

ay
 fo

r 
th

e 
ne

xt
 g

en
er

at
io

n 
by

 S
O

N
Y

6/
19

30
 名

11
武

田
薬

品
工

業
　

株
式

会
社

長
期

医
療

を
受

け
て

い
る

子
ど

も
の

支
援

に
つ

い
て

知
り

、
考

え
よ

う
！

6/
19

19
 名

12
株

式
会

社
　

イ
オ

ン
フ

ォ
レ

ス
ト

（
T

H
E 

BO
D

Y
 S

H
O

P）
ハ

ン
ド

マ
ッ

サ
ー

ジ
で

心
を

つ
な

ぐ
～

高
齢

者
と

の
ケ

ア
交

流
～

6/
19

12
 名

20
13

年
度

プ
ロ

グ
ラ

ム
リ

ス
ト



25

１
．

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 コ
ー

ス
企

業
お

よ
び

団
体

名
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
実

施
日

募
集

人
数

1
戸

塚
区

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
 と

っ
と

の
芽

と
っ

と
の

芽
～

子
ど

も
と

遊
ぼ

う
！

～
6/

8
4 

名
6/

15
4 

名
2

藤
棚

新
聞

１
D

ay
 fo

r 
藤

棚
商

店
街

～
お

祭
り

を
通

し
て

、
地

域
の

方
と

交
流

を
し

よ
う

！
！

5/
12

15
 名

3
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
こ

と
ぶ

き
福

祉
作

業
所

ド
ヤ

街
に

暮
ら

す
人

と
ふ

れ
あ

お
う

！
6/

14
10

 名
4

横
浜

Y
M

CA
ワ

ー
ク

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

「
パ

ン
工

房
A

ng
e」

地
域

・
福

祉
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
 〜

Y
M

CA
ワ

ー
ク

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

の
お

手
伝

い
6/

15
8 

名
5

宗
教

法
人

 善
了

寺
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
　

還
る

家
と

も
に

6/
15

4 
名

6
大

木
農

園
株

式
会

社
大

木
農

園
～

戸
塚

で
農

作
業

体
験

！
～

6/
23

19
 名

7
U

N
 W

om
en

よ
こ

は
ま

戸
塚

で
世

界
を

感
じ

よ
う

！
6/

15
6 

名
8

こ
と

ぶ
き

学
童

保
育

寿
町

で
の

学
童

保
育

を
通

し
て

学
ぶ

6/
15

10
 名

9
世

田
谷

区
立

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
芦

花
ホ

ー
ム

1 
da

y 
fo

r 
ot

he
rs

 ~
老

人
ホ

ー
ム

で
１

日
社

会
体

験
~

6/
15

5 
名

10
神

奈
川

県
ユ

ニ
セ

フ
協

会
ユ

ニ
セ

フ
・

ラ
ブ

ウ
ォ

ー
ク

5/
26

20
 名

11
N

PO
法

人
  地

域
生

活
セ

ン
タ

ー
障

が
い

者
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

6/
15

9 
名

12
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
風

の
子

会
障

が
い

者
の

方
々

と
関

わ
ろ

う
6/

12
8 

名
13

株
式

会
社

　
キ

ッ
ズ

ベ
ー

ス
キ

ャ
ン

プ
（

港
区

学
童

）
民

間
保

育
を

知
ろ

う
！

6/
15

9 
名

14
港

区
立

高
輪

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
♪

歌
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
♪

@
高

輪
い

き
い

き
プ

ラ
ザ

6/
12

4 
名

15
高

津
区

市
民

健
康

の
森

を
育

て
る

会
川

崎
市

民
の

憩
い

の
場

「
高

津
区

市
民

健
康

の
森

」
の

里
山

環
境

整
備

活
動

に
参

加
し

よ
う

！
！

6/
15

19
 名

16
久

地
円

筒
分

水
サ

ポ
ー

ト
ク

ラ
ブ

国
・

登
録

有
形

文
化

財
の

円
筒

分
水

、
広

場
の

美
化

活
動

に
参

加
し

よ
う

！
7/

10
10

 名

17
江

東
区

　
福

祉
部

　
塩

浜
福

祉
園

社
会

福
祉

施
設

を
見

学
、

体
験

し
て

み
よ

う
！

～
江

東
区

を
例

と
し

た
知

的
障

が
い

者
へ

の
福

祉
の

取
り

組
み

～
6/

19
20

 名

18
見

沼
田

ん
ぼ

福
祉

農
園

お
い

で
よ

、
見

沼
田

ん
ぼ

福
祉

農
園

！
　

～
 土

づ
く

り
は

人
づ

く
り

 ～
6/

16
14

 名
19

社
会

福
祉

法
人

　
杜

の
会

　（
中

野
地

域
ケ

ア
プ

ラ
ザ

）
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

で
支

援
者

体
験

6/
12

9 
名

20
竹

尾
企

画
（

国
際

学
部

）
明

治
学

院
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

ツ
ア

ー
（

＋
梅

の
コ

ン
ポ

ー
ト

作
り

）
6/

8
9 

名

２
．

N
PO

,N
GO

,社
会

起
業

家
 コ

ー
ス

企
業

お
よ

び
団

体
名

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

実
施

日
募

集
人

数
1

株
式

会
社

ユ
ー

ズ
エ

コ
活

動
が

ビ
ジ

ネ
ス

に
!?　

天
ぷ

ら
油

で
世

界
を

変
え

る
ビ

ジ
ネ

ス
に

触
れ

よ
う

！
6/

15
5 

名
2

N
PO

法
人

　
Ca

fé
 d

el
a 

T
er

ra
夏

至
 C

an
dl

e 
N

ig
ht

20
13

6/
21

15
 名

3
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
N

PO
カ

タ
リ

バ
キ

ャ
リ

ア
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
カ

タ
リ

場
」

を
体

験
し

よ
う

6/
15

20
 名

4
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
ピ

ー
ス

ウ
イ

ン
ズ

・
ジ

ャ
パ

ン
N

PO
体

験
　「

PW
Jで

広
げ

る
自

分
の

世
界

観
」

6/
15

20
 名

5
株

式
会

社
　

オ
ー

ク
環

境
Ｗ

Ｅ
Ｂ

マ
ガ

ジ
ン

　
Ｅ

Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

　
繊

維
リ

サ
イ

ク
ル

イ
ベ

ン
ト

の
体

験
ル

ポ
を

通
じ

た
Ｗ

Ｅ
Ｂ

編
集

作
業

・
情

報
発

信
活

動
6/

15
4 

名

6
公

益
社

団
法

人
　

難
民

起
業

サ
ポ

ー
ト

フ
ァ

ン
ド

マ
イ

ク
ロ

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

で
、

難
民

の
社

会
起

業
（

ソ
ー

シ
ャ

ル
ビ

ジ
ネ

ス
）

を
支

援
！

6/
8

11
 名

7
株

式
会

社
ア

ッ
ト

マ
ー

ク
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
親

コ
ー

チ
ン

グ
研

修
-親

子
が

向
き

合
う

た
め

に
-

6/
15

20
 名

8
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
国

際
協

力
N

GO
セ

ン
タ

ー
(J

A
N

IC
)

知
ろ

う
×

考
え

よ
う

×
つ

な
が

ろ
う

～
あ

な
た

が
世

界
の

た
め

に
で

き
る

こ
と

～
6/

15
18

 名

9
国

際
青

年
環

境
N

GO
　

A
 S

EE
D

 J
A

PA
N

エ
コ

ラ
イ

フ
フ

ェ
ア

20
13

6/
1

5 
名

6/
2

5 
名

10
株

式
会

社
マ

ザ
ー

ハ
ウ

ス
あ

な
た

に
も

で
き

る
国

際
協

力
 

6/
15

20
 名

11
株

式
会

社
オ

ル
タ

ナ
身

近
な

モ
ノ

・
コ

ト
か

ら
扉

を
見

つ
け

よ
う

！
6/

22
12

 名
12

株
式

会
社

ス
ワ

ン
障

が
い

者
と

と
も

に
働

く
こ

と
を

考
え

よ
う

！
6/

3
5 

名
13

日
本

赤
十

字
社

 神
奈

川
県

支
部

LO
V

E 
in

 A
ct

io
n 

～
チ

ャ
レ

ン
ジ

！
あ

な
た

の
献

血
～

6/
9

20
 名

14
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
地

球
市

民
A

CT
か

な
が

わ
/T

PA
K

自
分

に
で

き
る

「
国

際
協

力
」

を
始

め
よ

う
！

～
（

特
活

）
地

球
市

民
A

CT
か

な
が

わ
／

T
PA

K
 で

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
商

品
の

販
売

と
事

務
作

業
を

体
験

～
6/

8,1
5

3 
名

6/
9,1

5
3 

名
15

N
PO

法
人

ワ
ー

カ
ー

ズ
・

コ
レ

ク
テ

ィ
ブ

パ
レ

ッ
ト

乳
幼

児
家

族
と

ふ
れ

あ
い

、
子

育
て

の
現

場
を

知
ろ

う
！

6/
15

5 
名

16
と

つ
か

区
民

活
動

セ
ン

タ
ー

と
つ

か
区

民
活

動
セ

ン
タ

ー
活

性
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
6/

15
5 

名
17

公
益

社
団

法
人

　
ジ

ュ
ニ

ア
・

ア
チ

ー
ブ

メ
ン

ト
日

本
品

川
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ト

・
シ

テ
ィ

6/
8

13
 名

18
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
国

際
交

流
ハ

ー
テ

ィ
港

南
台

国
際

交
流

！
世

界
は

友
達

！
子

供
た

ち
と

遊
ぼ

う
！

世
界

の
料

理
を

作
ろ

う
！

6/
15

11
 名

19
N

PO
法

人
　

野
生

動
物

救
護

獣
医

師
協

会
（

W
RV

） 
1D

ay
 fo

r 
A

ni
m

al
s　

～
野

生
動

物
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

～
6/

15
5 

名
20

 第
３

世
界

シ
ョ

ッ
プ

/
株

式
会

社
プ

レ
ス

・
オ

ー
ル

タ
ー

ナ
テ

ィ
ブ

 
第

3
世

界
シ

ョ
ッ

プ
～

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
を

通
し

て
人

と
の

繋
が

り
を

感
じ

よ
う

～
6/

15
5 

名
21

こ
の

は
な

草
子

福
島

の
子

ど
も

た
ち

に
大

人
気

！
　

紙
芝

居
で

あ
そ

ぼ
う

。
6/

15
15

 名

22
株

式
会

社
　

ソ
シ

オ
エ

ン
ジ

ン
・

ア
ソ

シ
エ

イ
ツ

な
つ

か
し

い
未

来
創

造
　

株
式

会
社

一
日

ソ
ー

シ
ャ

ル
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
体

験
　【

陸
前

高
田

・
箱

根
山

　
新

事
業

を
企

画
す

る
】

6/
15

8 
名

23
N

PO
法

人
 フ

リ
ー

・
ザ

・
チ

ル
ド

レ
ン

・
ジ

ャ
パ

ン
（

FT
CJ

）
イ

ベ
ン

ト
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
 ～

 2
01

3 
み

ん
な

ち
が

っ
て

み
ん

な
い

い
 ～

5/
26

5 
名

24
株

式
会

社
　

大
地

を
守

る
会

キ
ャ

ン
ド

ル
ナ

イ
ト

6/
21

9 
名

25
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
キ

ッ
ズ

ド
ア

高
校

生
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

を
し

よ
う

！
6/

12
15

 名
26

特
定

非
営

利
活

動
法

人
　

ET
IC

. 
「

働
く

」
と

は
？

～
横

浜
地

域
貢

献
型

経
営

者
・

起
業

家
訪

問
～

6/
12

15
 名

27
国

際
文

化
青

年
交

換
連

盟
日

本
委

員
会

（
IC

Y
E 

JA
PA

N
）

ア
フ

リ
カ

の
夕

べ
(N

GO
主

催
の

異
文

化
セ

ミ
ナ

ー
）

6/
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10
 名

28
Y

's 
fa

rm
「

い
た

だ
き

ま
す

」
を

体
感

し
よ

う
！

無
農

薬
の

田
ん

ぼ
体

験
6/

15
14

 名
29

一
般

財
団

法
人

　
W

ES
LE

Y
 F

O
U

N
D

A
T

IO
N

世
界

の
情

勢
を

知
ろ

う
　

～
シ

リ
ア

の
実

態
～

 in
 W

ES
LE

Y
 F

O
U

N
D

A
T

IO
N

6/
15

40
 名

３
．

企
業

CS
R 

コ
ー

ス
企

業
お

よ
び

団
体

名
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
実

施
日

募
集

人
数

1
日

野
ハ

ー
モ

ニ
ー

  株
式

会
社

日
野

ハ
ー

モ
ニ

ー
で

学
ぶ

　
‐

企
業

で
し

か
学

べ
な

い
障

が
い

者
雇

用
の

現
場

‐
6/

12
4 

名

2
株

式
会

社
  ウ

ィ
ニ

ン
グ

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

働
く

こ
と

は
生

き
る

こ
と

　
～

障
が

い
者

と
共

に
働

く
企

業
の

見
学

～
6/

13
4 

名
6/

14
4 

名
3

株
式

会
社

　
資

生
堂

資
生

堂
　

心
を

豊
か

に
す

る
CS

R
活

動
体

験
6/

15
13

 名
4

株
式

会
社

　
エ

イ
チ

・
ア

イ
・

エ
ス

ス
タ

デ
ィ

ツ
ア

ー
の

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

と
プ

レ
ゼ

ン
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 名
5

株
式

会
社

　
大

川
印

刷
進

化
す

る
CS

R
～

『
共

有
価

値
の

創
造

』
へ

向
か

う
地

域
企

業
の

挑
戦

6/
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 名

6
Ｎ

Ｅ
Ｃ

（
日

本
電

気
　

株
式

会
社

）
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

カ
ン

パ
ニ

ー
N
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の
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R
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学

ぼ
う
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3
25

 名
7

株
式

会
社

　
ア

イ
エ

ス
エ

フ
ネ

ッ
ト

【
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

し
な

が
ら

考
え

る
】

障
が

い
者

雇
用

に
つ

い
て

社
長

に
聞

い
て

み
よ

う
！
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40
 名

8
千

代
田

化
工

建
設

　
株

式
会

社
千

代
田

グ
ル

ー
プ

CS
R

活
動

紹
介

・
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
「

企
業

と
大

学
の

共
同

の
可

能
性

」
6/
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20

 名
9

石
井

造
園

 株
式

会
社

国
内

唯
一

の
CS

R
報

告
会

を
組

み
立

て
よ

う
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名
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ソ
ニ

ー
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

　
株

式
会

社
O

ne
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r 
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at
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N
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6/
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11
武

田
薬

品
工

業
　

株
式

会
社

長
期

医
療

を
受

け
て

い
る

子
ど

も
の

支
援

に
つ

い
て

知
り

、
考

え
よ

う
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株

式
会

社
　

イ
オ

ン
フ

ォ
レ

ス
ト

（
T

H
E 

BO
D

Y
 S

H
O

P）
ハ

ン
ド

マ
ッ

サ
ー

ジ
で

心
を

つ
な

ぐ
～

高
齢

者
と

の
ケ

ア
交

流
～
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19

12
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